

















A Study on background to ban reverse spin serve in badminton games































































































































































































































ついて細則を決めるため，10 月に IBF で理事会が開
かれることになった。その結果，スピン・サービスは，
バドミントン競技に対して“有害”であると意見がま
とめられた（日本バドミントン協会，	1980 年 12 月号，
p.28）。



























































声が上がった。このことにより 1982 年３月に IBF 理







































































































BA の提案により設立された IBF は，その後約 40
年間バドミントン界をまとめていく国際組織であっ
た。しかし，1973 年，当時のバドミントン大国であ
る中国が IBF へ加盟申請をした際に，既に IBF メン

































これに対して，当時の S・ワイアット IBF 会長
（1974-76 年）は「台湾はテリトリーを明示した上で加
















44 加盟国 70 名の出席のもと，	ワイアットの後任であ































































































































































ここでは，	1980 年代に IBF が行った変革として，	
WBF と IBF との統一，	バドミントンのオープン化，	
スピン・サービスの禁止について着目し，当時の IBF
の考えを明らかにすることとする。
まず，1981 年に行われた WBF と IBF との統一







































































































































































































本研究では，1978 年 12 月に国際舞台に初登場した
スピン・サービスが，	約３年という短い期間で禁止さ
れた背景を明らかにすることを目的とした。そのため





























1980 年代に IBF は活発な動きを見せた。まず，	














解決され WBF と IBF が早期に統一されたことから，
1980 年代当時 IBF はオリンピックを意識していたこ
とが推測できる。そして IBF や開催国の韓国の働き
もあり 1988 年のソウルオリンピックの際に，「エキシ
ビション」としてバドミントンはオリンピック種目の
一部として採用，	1992 年のバルセロナオリンピック
では正式種目として採用されることが決定した。
これらのことを踏まえてスピン・サービスの禁止に
ついて考察すると，サーバーが有利になりすぎるサー
ビスであったためラリーが展開されず，バドミントン
の面白みを減ずると判断され，オリンピックのへの採
用に向けて動くに当たって障害になると捉えられたと
考える。結果，スピン・サービスの使用は禁止が決定
された。さらに，新 IBFの役員数を詳細に見てみると，	
統一された当時はヨーロッパの国から選出されている
役員の方が多かった。そのため，IBFとしてはイギリ
スで考えられていた公平な態度でゲームを楽しむこと
をバドミントンの本質として捉えていたと考えること
ができる。よって，スピン・サービスはこの考え方に
反している技術であると考えられたのである。それと
同時に，IBFのバドミントンをオリンピックの正式種
目にしたいという背景が存在し，スピン・サービスは
誕生してから約３年という短い期間で使用禁止が決定
されたということが明らかになった。
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